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書
館
の
果
た
す
役
割
が
時
代
と
共
に
変
化

し
つ
つ
あ
る
中
で
、
小
規
模
図
書
館
な
り

の
、
『
役
に
立
つ
図
書
館
』
と
し
て
機
能

す
る
こ
と
を
目
指
す
と
同
時
に
、
ま
ず
地

盤
を
し
っ
か
り
整
え
る
と
い
う
目
的
で
、

本
館
と
分
館
の
一
体
と
な
っ
た
運
営
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
年
度
か

ら
、
①
今
ま
で
は
六
館
別
々
で
行
っ
て
い

た
館
内
整
理
日
に
本
館
毎
に
集
ま
り
、
会

議
や
研
修
等
を
行
う
、
②
定
期
的
に
交
替

で
本
館
・
分
館
の
業
務
に
あ
た
り
、
互
い

の
状
況
を
分
か
り
合
う
、
③
年
に
三
回
は

全
体
会
議
と
研
修
を
行
う
な
ど
、
正
職
員

三
名
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
十
八
名
と
い

う
職
員
体
制
の
中
で
可
能
な
限
り
一
体
と

な
っ
た
図
書
館
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。念

願
叶
っ
て
図
書
館
業
務
に
就
い
て
か

ら
早
い
も
の
で
七
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
行
政
の
中
で
は
目
立
た
な
い

部
署
で
は
あ
り
ま
す
が
、
図
書
館
ほ
ど
職

員
の
工
夫
や
意
識
に
よ
っ
て
変
わ
る
可
能

性
を
も
つ
、
や
り
が
い
の
あ
る
職
場
は
多

く
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。
借
り
た
絵
本
を
大
事
そ
う
に
抱
え

て
帰
る
親
子
を
見
て
胸
が
ふ
る
え
る
ほ
ど

う
れ
し
か
っ
た
開
館
当
時
の
こ
と
を
忘
れ

ず
、
楽
し
み
な
が
ら
毎
日
の
業
務
に
あ
た

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
新
米
の
館
長
に
み
な
さ
ま
の
ご
指
導
や

ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ど
う
か
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

　
京
丹
後
市
は
、
京
都
府
の
中
で
第
一
号

と
な
っ
た
町
村
合
併
に
よ
り
、
平
成
十
六

年
四
月
一
日
、
六
つ
の
町
（
峰
山
町
、
大

宮
町
、
網
野
町
、
丹
後
町
、
弥
栄
町
、
久

美
浜
町
）
か
ら
一
つ
の
市
に
な
り
ま
し

た
。
平
成
十
九
年
八
月
一
日
現
在
、
人
口

は
六
三
、
三
二
五
人
、
面
積
は
約
五
○
二

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
九
年
九
月
一
日
、
京
丹
後
市

と
、
府
県
境
を
挟
ん
で
隣
接
す
る
兵
庫
県

豊
岡
市
は
、
図
書
館
等
相
互
利
用
に
関
す

る
協
定
を
結
び
、
覚
書
を
締
結
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
京
丹
後
市
と
豊
岡
市

の
そ
れ
ぞ
れ
六
つ
の
図
書
館
は
、
そ
の
市

の
利
用
者
で
あ
る
こ
と
を
条
件
に
相
互
に

利
用
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
豊
岡
市
は
京
丹
後
市
久
美
浜
町
か
ら
車

で
十
五
分
程
度
で
到
着
で
き
る
と
い
う
身

近
な
生
活
圏
内
の
市
で
あ
り
、
昔
か
ら
人

の
行
き
来
は

さ
か
ん
に
行

わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
府

県
の
違
い
か

ら
行
政
間
で
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は
情
報
の
交
流
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
回
の
協
定
に
つ
い
て
は
、
市
レ

ベ
ル
で
、
広
域
的
な
連
携
を
強
め
、
丹

後
・
但
馬
地
域
の
一
体
的
な
発
展
を
め
ざ

そ
う
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
度
末
か
ら
、

合
同
会
議
の
開
催
が
実
現
し
た
こ
と
が
大

き
な
背
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豊

岡
市
立
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
他

の
市
や
町
と
の
相
互
利
用
の
実
績
が
あ
っ

た
お
か
げ
で
、
急
な
展
開
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
協
定
が
実
現
し
た
も

の
と
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
す
。

豊
岡
市
立
図
書
館
は
、
蔵
書
数
が
多
い

こ
と
も
魅
力
で
あ
り
、
求
め
る
情
報
を
得

る
機
会
や
場
所
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は

大
き
な
意
義
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
図
書
館
に
と
っ
て
も
、
先
進
地

の
図
書
館
と
し
て
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
統

合
、
地
域
資
料
の
収
集
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
用
な
ど
で
何
度
も
視
察
や
見
学
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
後
は
よ
り
身

近
な
図
書
館
と
し
て
、
多
く
の
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

さ
て
、
京
丹
後
市
立
図
書
館
で
は
、
図
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く
の
人
が
接
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
お
す
す
め
本
の
一

覧
リ
ス
ト
を
配
布
し
て
い
る
か
ら
か
現
在

で
も
そ
れ
ら
の
本
に
予
約
が
入
る
の
は
と

て
も
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　
綾
部
市
図
書
館
で
は
、
綾
部
小
学
校
の

午
後
の
授
業
開
始
前
の
「
輝
き
タ
イ
ム
」

と
い
う
時
間
十
五
分
間
に
綾
部
市
図
書

館
職
員
が
出
向
き
、
毎
学
期
、
各
ク
ラ

ス
（
二
十
五
ク
ラ
ス
）
に
ス
ト
ー
リ
ー
テ

リ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
お
話
の
部
屋
を

二
教
室
用
意
し
て
い
た
だ
き
、
暗
幕
を
引

き
、
ろ
う
そ
く
の
光
の
中
で
お
話
を
語
り

ま
す
。
平
成
十
三
年
か
ら
現
在
ま
で
継
続

中
で
す
。

　
こ
の
他
に
、
「
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
」、
「
幼
稚

園
に
出
向
い
て
の
出
張
お
は
な
し
会
」、

「
幼
稚
園
の
図
書
館
見
学
」、「
各
小
学
校
三

年
生
の
社
会
見
学
」、
「
学
校
へ
の
読
書
指

導
」、
「
調
べ
学
習
の
資
料
相
談
、
及
び
提

供
」、「
団
体
貸
出
」、「
テ
ー
マ
別
リ
ス
ト
の

原
案
提
供
」、
「
中
学
校
二
年
生
職
場
体
験

受
入
」、
「
大
学
生
実
習
生
の
受
入
」
な
ど

も
実
施
し
、
学
校
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

ま
す
。
職
員
数
は
、
正
職
二
名
、
嘱
託
二

名
（
三
・
五
日
）
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
休
み
の
工
作
の
参
考
に
、
身
近
な
リ

サ
イ
ク
ル
素
材
で
あ
る
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
」

を
利
用
し
て
作
ら
れ
た
三
〇
点
以
上
の

「
き
ょ
う
り
ゅ
う
」
や
「
ど
う
ぶ
つ
」
の

模
型
（
図
書
館
利
用
者
が
作
っ
た
も
の
）

を
展
示
コ
ー
ナ
ー
や
書
棚
な
ど
に
展
示
。

い
っ
し
ょ
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
紙
の
工
作
の

本
や
、
恐
竜
・
動
物
の
本
を
展
示
し
ま
し

た
。
模
型
は
さ
わ
っ
て
作
り
方
を
確
か
め

た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に
大
変
好
評
で
し

た
。

　
長
岡
京
市
立
図
書

館
で
は
、
図
書
館
が

利
用
者
に
と
っ
て
、

も
っ
と
親
し
み
や
す

い
場
所
と
な
る
よ
う

に
昨
年
十
二
月
か
ら

今
年
二
月
に
、
「
お

す
す
め
の
本
の
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
を
館
内
に

配
置
し
、
カ
ウ
ン
タ

ー
や
自
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
を
し
た
結
果
、
総
数

二
三
九
件
（
一
般
書
一
一
三
件
、
児
童
書

一
二
六
件
）
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
本
の
内
容
は
、
新

旧
含
め
小
説
や
絵
本
、
実
用
書
、
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
な
ど
多
岐
の
分
野
に
わ
た
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
ら
結
果
を
ま
と
め
て
、
一

覧
リ
ス
ト
に
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
本

を
別
置
き
に
し
、
「
み
な
さ
ま
の
お
す
す

め
本
」
と
題
し
、
今
年
三
月
〜
七
月
中
旬

ま
で
貸
出
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
同
じ
利
用

者
の
お
す
す
め
本
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

か
、
多
く
の
利
用

者
が
棚
を
閲
覧

し
、

本

が

貸

出

さ
れ
ま
し
た
。
普

段
、
日
の
目
を
見

な
い
本
も
今
回
、

多
く
の
貸
出
が

あ
り
、
普
段
と
は

異
な
る
本
に
多

　
身
近
な
生
涯
学
習

施
設
で
あ
る
図
書
館

で
、
多
く
の
市
民
の

皆
様
に
音
楽
の
楽
し

さ
を
味
わ
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
京
都
市

中
央
図
書
館
で
は
、

今
年
八
月
か
ら
「
本

の
も
り
の
小
さ
な
音

楽
会
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
少
し
で
も
間
近
で

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
一
階
の
幼

児
コ
ー
ナ
ー
を
ス
テ
ー
ジ
と
し
た
約
二
〇

分
間
の
ミ
ニ
演
奏
会
で
す
。

　
八
月
四
日
に
行
わ
れ
た
第
一
回
で
は
、

元
京
都
市
交
響
楽
団
の
首
席
奏
者
で
あ
る

仙
崎
和
男
さ
ん
の
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、
呉
山
平

煥
さ
ん
の
オ
ー
ボ
エ
の
演
奏
な
ど
が
行
わ

れ
、
親
子
連
れ
や
年
配
の
方
な
ど
一
〇
〇

人
以
上
の
方
が
プ
ロ
の
演
奏
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

毎

月

一

回
、
第
一
土

曜
日
に
行
う

こ
の
演
奏
会

が
、
図
書
館

に
親
し
ん
で

い
た
だ
く
機

会
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

I
I

I
I

I



　
第
十
六
回
京
都
図
書
館
大
会
が
、
一
九
九

名
の
参
加
を
得
て
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
」
を
テ
ー
マ
に
去
る
九
月
五

日
（
水
）
に
同
志
社
大
学
明
徳
館
Ｍ
１
教
室

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
は
、
昭
和
女
子
大
学
大
学
院
生
活
機

構
研
究
科
、
人
間
社
会
学
部
教
授
の
大
串
夏

身
氏
か
ら
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
」
と
題
し
て
基
調
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　
大
串
氏
は
、
目
的
に
応
じ
て
検
索
で
き

る
サ
イ
ト
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
紹
介
し
な
が

ら
、
よ
り
効
果
的
に
情
報
を
探
索
す
る
方
法

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
後
は
、
職
員
の
検
索
技
術
の
向

上
だ
け
で
は
な
く
、
「
調
べ
方
の
説
明
」
を
作

成
す
る
な
ど
、
利
用
者
が
調
べ
る
際
に
そ
う

い
っ
た
も
の
を
利
用
で
き
る
し
く
み
を
つ
く

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
及
び
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
活
用
法
な

ど
に
つ
い
て
事
例
を
交
え
た
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
司
書
の
藤
河
正

憲
氏
、
三
重
大
学
学
術
情
報
部
情
報
図
書
館

チ
ー
ム
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
担
当
チ
ー
ム
員
の

柴
田
佳
寿
江
氏
、
福
井
県
立
図
書
館
司
書
の

宮
川
陽
子
氏
、
京
都
府
立
山
城
高
等
学
校
学

校
図
書
館
司
書
の
堀
奈
津
子
氏
の
各
氏
か

ら
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

は
、
単
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
情
報
源
と
し
て

の
利
用
の
ほ
か
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
・
研
修
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
は
、
課
題
解

決
能
力
・
メ
デ
ィ
ア
活
用
能
力
の
向
上
や
自

館
の
蔵
書
の
確
認
が
で
き
る
等
の
効
果
が
あ

る
。
学
校
図
書
館
で
は
、
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ

ー
の
活
用
に
よ
っ
て
自
分
が
読
み
た
い
本
が

図
書
館
に
あ
る
こ
と
や
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な

本
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と
い
う
声
も
あ

る
等
の
事
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、
「
各
図

書
館
で
様
々
な
努
力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
自
館
へ
持
ち
帰
っ
て
活
か
し
た
い
」
な
ど

一
様
に
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

へ
の
意
欲
向
上
が
み
ら
れ
、
今
後
に
活
か
せ

る
内
容
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

★ 

専
門
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス 
★

◎
研
修
研
究
委
員
会

　
六
月
二
十
九
日
の
第
一
回
委
員
会
の
協

議
に
基
づ
き
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
実
務
研
修

会
の
開
催
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
多
く
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

北
部
会
場

　
（
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
支
援
事
業
）

　
平
成
十
九
年
十
二
月
二
日
（
日
）
　

　
　
　
　
十
三
時
三
十
分
〜
十
六
時

　
場
所
　
み
や
づ
歴
史
の
館
　
大
会
議
室

　
講
師
　
永
崎
　
み
さ
と
氏

　
テ
ー
マ
　
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
お
は
な

し
会
〜
小
道
具
で
広
が
る

お
は
な
し
の
世
界
」

　
内
容
　
実
演
を
含
め
た
講
演
、
お
は
な

　
　
　
　
し
会
に
役
立
つ
小
道
具
作
り

南
部
会
場

　
テ
ー
マ
・
内
容
等
検
討
中

◇
中
部
地
区
実
務
研
修
会
の
報
告

　
十
月
十
八
日(

木)

に
京
都
国
際
マ
ン

ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お
い
て
「
マ
ン
ガ
文

化
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、

三
十
八
名
の
参
加
者
は
実
際
に
紙
芝
居
の

実
演
等
を
見
学
し
、
子
ど
も
た
ち
を
話
に

引
き
付
け
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
実
務
的
な

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
展
「
マ
ン
ガ
で
よ
む
京
都
」

で
は
、
マ
ン
ガ
を
通
し
て
楽
し
く
京
都
の

歴
史
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
は

熱
心
に
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

◎
相
互
協
力
委
員
会

　
平
成
十
九
年
度
第
一
回
相
互
協
力
委
員

会
の
開
催
を
十
一
月
八
日(

木)

に
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
日
程
に
つ

い
て
は
、
来
年
二
月
に
実
務
担
当
者
会
議

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

◎
広
報
委
員
会

　
平
成
十
九
年
度
の
第
二
回
広
報
委
員
会

を
、
九
月
六
日
（
木
）
に
京
都
府
立
図
書

館
で
開
催
し
、
会
報
七
十
四
号
の
編
集
等

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

編
　
集
　
子

　
図
書
館
利
用
促
進
の
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

を
中
心
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　
ど
の
図
書
館
に
お
い
て
も
、
創
意

工
夫
さ
れ
、
利
用
促
進
を
図
ら
れ
て

い
る
姿
が
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
見

て
と
れ
ま
す
。

　
今
後
の
参
考
に
な
れ
ば
と
広
報
委

員
一
同
願
っ
て
お
り
ま
す
。

編
集
部
注

　
第
一
回
相
互
協
力
委
員
会
は
原
稿
締
切

の
都
合
上
、
開
催
前
の
内
容
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

（4）


